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平成３０年１２月３１日現在  

【世帯数】    ２４０戸  

【人 口】 男 ：３４１名  

 女 ：３５５名 

 合 計：６９６名 

発行日：平成 3１年 01月 23日 

発 行：宮川まちづくり協議会  
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                                              恩師の先生方と 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

宮
川
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
三

十
一
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
晴
れ
や
か
に
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
中
は
地
区
の
行
事
に
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

昨
年
は
二
十
号
、
二
十
一
号
と
立
て
続
け
に
台
風

が
襲
い
、
二
十
一
号
で
は
電
柱
の
倒
壊
に
よ
り
地
区

内
が
長
時
間
停
電
に
な
る
と
と
も
に
、
各
所
で
倒
木

な
ど
暴
風
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

今
年
は
平
成
を
締
め
く
く
る
と
と
も
に
、
五
月
に

は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
元
号
の
も
と
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
、
大
変
お
め
で
た
い
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
め
で
た
い
年
が
、
宮
川
地
区
な
ら
び
に
宮
川

地
区
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
明
る
い
実
り
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
本
年
も
昨
年
同
様
、
宮
川
地
区
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
、
地
区
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

宮
川
地
区
区
長
会
長 

杉
村 

佳
昭 

 

宮川小学校を卒業した子で今年度新成人となるのは、５人。この日は残念ながら、所用が

あって２人しか出席できませんでした。しかし、２人だからといって手を抜く宮川地区で

はありません。地区内の権野さんから杵と臼をお借りし、新成人たちと役員たちで、恒例

の紅白餅をつきあげました。その後恩師の先生方も交え、澤田会長からスクリーンを使っ

て宮川地区の取り組みを聞いたのち、新成人たちは恩師と思い出話に花を咲かせました。

最後は、たくさんの地区の方々からお祝いされ、彼らの心に残る会だったと思います。 

 

前列左から、高鳥万喜子先生、古田智子先生、塚本幹太さん、高井菜摘さん、森徳実先生、松宮雅美先生 

 

  平成３１年 宮川地区新成人 

 国友 佑真さん（本保） 

 高井 菜摘さん（大戸） 

 玉山 統悟さん（新保） 

 塚本 幹太さん（大谷） 

 増田  駿 さん（新保） 

新 年 の 
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年
、
平
成
三
十
一
年
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

宮
川
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
中
の
、
宮
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
す
る

区
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
・
御
協
力
に
感
謝
を
い

た
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
何
と
言
い
ま
し
て
も
、
総
務
省
の
助
成
事

業
を
い
た
だ
き
、「
ま
ほ
ろ
ば
の
里 

若
狭
み
や
が
わ

創
生
事
業
（
以
下
、「
創
生
事
業
」
）」
を
始
動
で
き
た

こ
と
が
一
番
の
出
来
事
で
し
た
。 

今
年
は
、
新
年
号
が
始
ま
り
ま
す
。
統
一
地
方
選

挙
、
参
議
院
選
挙
も
あ
り
、
今
後
を
託
す
代
弁
者
を
選

ぶ
大
事
な
年
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
ま
し

て
は
、
準
備
が
整
っ
た
「
創
生
事
業
」
を
本
格
的
に
始

動
さ
せ
て
い
く
年
と
な
り
ま
す
。
何
か
新
し
い
こ
と

を
始
め
る
に
相
応
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。 

イ
ノ
シ
シ
の
様
に
突
進
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
区

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

宮
川
地
区 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

澤
田 

康
夫 

  

成人になった今、 

宮川について思うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草刈りや役員など、 

大変なところも含めてそれが「宮川」だと思っている。 

長男だったので、特に

何の疑問も持たず、宮

川に残ろうと思った。 

大学へ行くときは、福井を出ようと思って

いたけれど、今は正直、福井で就職しよう

か県外でしようか本当に迷っている。 

宮川は住みやすい。 

確かに宮川は不便で困るところもあるけれど、 

だからといってそれだけのことが宮川を出ていく理由にはならない。 

今、学生として暮らしている

町は、やはりここより人が冷

たい。宮川の人は温かい。 

小学生の時は当たり前だと思っていたが、大きくなって、県外人と話

して初めて、自分たちが受けていた小学校教育が貴重なものだったと

知った。田植えや稲刈り体験やふるさと学習など、その子たちの小学

校ではやっていなかった。 

社会に出てから、宮川の良さに気付いた。 

仕事場に宮川の人がお客さんとしてきてくれて、自

分に気さくに話しかけてくれる。他のお客さんとは

明らかに違う。そういうところがありがたい。 

結局、自分たちにこういう「新成人の

集い」のような催しをしてくれるの

も、宮川地区だからこそ。 

もし福井県に帰ってきて、結婚して子どもが生まれ

たら、やはり親の近く、宮川に住みたいと思う。 

ご 挨 拶 
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今年は同日に他の行事が重なったため、例年より少ない人数となりました。

しかし、出席された各種団体役員さんたちは１年の頑張りを労い合い、終始

陽気でにぎやか。ご来賓として出席された松崎市長、東副市長、中川県会議

員、西本県会議員、垣本市議会議員からは年賀の挨拶をいただきました。 

 

準備から片付けまで手伝ってくださった区長会・代理区長さんたち、そして公民

館運営審議委員とまちづくり協議会のみなさん、ありがとうございました。 

 

 
地区内の清水正彦さんが、公民館長が種から育てた葉

ボタンを使って門松を作ってくれました。 

公民館の玄関が、ものすごく華やかになりました。 

 

 

地区内イルミネーションも、 

お正月バージョンに。 

 

1 月 13 日 小浜市成人式が

執り行われました。 

 

後片付けをしてくれる区長さんと区長代理さん
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総務省過疎地域等支援事業 まほろばの里 “若狭みやがわ創生”事業 

「空いた時間にちょっと作ってみようかな。」 そう思った時に近くでできる場所を宮川につくりたい。 

それが、ひいては地元産鳳足石の活用にもなり、地元を地区外に PRすることにも繋がっていけば… 

今回は、購入した機械が宮川に届くまでに一足早く、パレア若狭で 2回に分けて体験しました。 

まちづくり協議会 

副会長 谷川治一さん 

思ったより難しかったが、

参加者全員楽しんでいた。

子どもも土いじりをして楽

しめるので、いいと思う。 

12／16 

12／23 

素焼き前まで完成です！ 

ヘラで内側・外側をなめらかに 

土台に縁となる土を

まいていく 

鹿の革で口縁を整える 

高台となる場所に 

印を付け、胴を削る 

ろくろから 

切り離す 

口縁を切り出す 

高台内も削る 

高台際を削る 

鳳
足
石
は
、
釉
薬
と
し
て
の 

成
分
含
有
比
率
が
す
ば
ら
し
い 

清水 和也先生 

 



6 

 

今年も 

よろしくお願いします 

 

    公民館運営審議委員長 

    竹中 忠さん 

 
 

１２月１５日（土） 

老人クラブ奉仕作業 

 

 

女性陣は公民館周辺の掃除を、男性陣

は雪吊作業をしてくれました。これで

本格的な冬を迎えられます。 

１２月 31日（月） 

龍泉寺 除夜の鐘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１２日（土） 

新保区 戸祝い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

       ２ 月の行事予定 

７・２１（木） 小浜病院巡回診療日 

（14：00～、宮川公民館） 

８（金）  なわとび大会（宮川小学校）  

１２（火）  すくすく広場（宮川保育園） 

１９（火）  100歳体操 

（10：30～、宮川公民館） 

４（月）、１１（月）、 

１２（火・振替休館日） 

１７（第３日曜）、 

１８(月)、２５（月） 

２月の 

休館日 

お知らせ 

新
保
・
大
谷
・
竹
長
区
の
人
た
ち
が
、
鐘
を
撞
き

に
集
ま
り
ま
し
た
。 

編集後記 

1 年の間に、みなさんそれぞれ様々なことがあります。 

諸役務めていらっしゃると、尚のこと。12 月 31 日から 

たった１日日付が変わっただけですが、新年を迎えると 

卵の殻が剥けたように気持ちがツルっとして、「よ～し、 

また１年頑張ろう！」という気持ちになります。 

日本人がもっているこういう「禊ぎ」・「水に流す」の 

文化が、私はとても好きです。Y 

２月 20日（水） 

場所：加茂神社 
注目 

まんめでとうあん 


